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二つの国造
は
じ
め
に
古
代
史
に
お
い
て
基
礎
と
な
る
史
料
は
記
紀
を
始
め
と
し
て
複
数
あ
る
が
、
当
然
な
が
ら
そ
の
所
伝
に
相
違
の
あ
る
こ
と
も
多
い
。
時
に
は
雅
語
・
訛
語
の
差
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
過
誤
で
あ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
で
、
合
理
的
に
解
決
で
き
る
場
合
も
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も
一
致
し
な
い
全
く
異
な
る
所
伝
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
は
古
代
日
本
の
地
方
官
で
あ
る
国
造
の
二
、
三
を
取
り
上
げ
、
記
紀
な
い
し
風
土
記
・
先
代
旧
事
本
紀
な
ど
諸
資
料
の
記
述
の
間
で
異
伝
の
存
す
る
際
に
お
け
る
、
一
つ
の
解
釈
を
示
し
て
諸
輩
の
ご
批
正
を
請
う
次
第
で
あ
る
）
1
（
。
一　
遠
江
国
造
当
国
造
は
、『
古
事
記
』
に
よ
る
と
建
比
良
鳥
命
を
祖
と
す
る
）
2
（
。
ヒ
ラ
ト
リ
は
天
穂
日
命
の
子
で
あ
る
の
で
、
出
雲
国
造
を
宗
家
と
す
る
い
わ
ゆ
る
出
雲
氏
族
で
あ
る
。
し
か
し
『
旧
事
紀
』
の
国
造
本
紀
に
は
、
物
部
氏
の
祖
で
あ
る
伊
香
色
雄
命
の
子
の
印
岐
美
命
が
成
務
朝
に
遠
淡
海
国
造
に
任
じ
ら
れ
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
物
部
氏
族
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
所
伝
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
ま
ず
当
国
近
辺
の
国
造
を
調
べ
て
み
る
と
、
西
隣
の
三
河
国
造
は
、
物
部
連
の
祖
で
あ
る
出
雲
色
（
醜
）
大
臣
（
饒
速
日
尊
三
世
孫
）
の
五
世
孫
知
波
夜
命
が
、
成
務
朝
に
国
造
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
次
に
久
努
国
造
（
山
名
郡
久
努
郷
）
は
、
仲
哀
朝
に
や
は
り
物
部
連
の
祖
の
伊
香
色
男
命
の
孫
の
印
播
足
尼
を
国
造
と
し
た
と
あ
る
）
3
（
。
次
に
素
賀
国
造
（
佐
野
郡
曾
我
）
は
美
志
印
命
が
神
武
朝
に
国
造
と
な
っ
た
と
す
る
）
4
（
。
美
志
印
は
他
に
所
見
が
な
い
が
、
美
志
の
名
と
神
武
朝
と
い
う
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
物
部
遠
祖
で
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
子
の
ウ
マ
シ
マ
チ
（
可
美
真
手
、
宇
摩
志
麻
治
）
と
す
る
の
も
強
ち
無
謀
で
は
な
か
ろ
う
）
5
（
。
東
隣
の
珠
流
河
（
駿
河
）
国
造
は
、
国
造
本
紀
で
は
物
部
連
の
祖
の
大
新
川
命
の
子
の
片
堅
石
命
が
成
務
朝
に
任
じ
ら
れ
た
と
し
、
天
孫
本
紀
で
は
十
市
根
大
連
の
子
で
物
部
胆
咋
宿
祢
の
弟
の
物
部
片
堅
石
連
公
が
駿
河
国
造
の
祖
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
東
の
伊
豆
国
造
も
、
や
は
り
物
部
連
の
祖
の
天
蕤
桙
命
の
八
世
孫
の
若
建
命
が
、
神
功
朝
に
任
じ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
）
6
（
。
さ
ら
に
国
造
以
外
に
も
目
を
向
け
る
と
、
印
岐
美
連
公
は
天
孫
本
紀
に
よ
れ
ば
、
遠
江
国
造
の
ほ
か
久
努
直
・
佐
夜
直
ら
の
祖
で
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
大
小
木
連
公
も
佐
夜
部
直
・
久
奴
直
ら
の
祖
で
あ
り
）
7
（
、
さ
ら
に
竹
古
連
公
は
三
川
蘊
連
ら
の
祖
と
さ
れ
る
）
8
（
。
当
国
の
西
に
も
東
に
も
物
部
氏
族
が
繁
衍
し
て
い
る
こ
と
が
確
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
二
つ
の
国
造
─
前
と
後
─
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史　　　窓
認
で
き
る
。
初
代
国
造
と
さ
れ
る
印
岐
美
に
関
し
て
は
、
磐
田
郡
に
入
見
郷
・
入
見
神
社
が
あ
り
）
9
（
、
そ
の
東
北
が
山
名
郡
久
努
郷
、
そ
の
東
が
佐
野
（
夜
）
郡
で
あ
り
、
国
造
一
族
の
勢
威
は
こ
の
辺
り
を
本
拠
に
）
10
（
、
後
世
当
国
全
域
に
蔓
衍
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
浜
名
・
長
田
・
榛
原
に
物
部
が
確
認
で
き
る
）
11
（
。
ま
た
、
山
香
郡
相
月
村
は
天
物
部
二
十
五
部
の
一
つ
相
槻
物
部
の
拠
地
と
も
さ
れ
る
。
以
上
に
比
し
て
、
出
雲
氏
族
の
痕
跡
は
尠
い
。
そ
の
数
少
な
い
う
ち
の
一
つ
が
、
浜
名
郡
の
土
師
部
で
あ
り
）
12
（
、
天
平
十
二
年
の
輸
租
帳
に
「
津
築
郷
土
師
部
小
真
木
」
が
み
え
る
）
13
（
。
同
郡
に
は
英
多
郷
・
英
多
神
社
が
あ
り
、
浜
名
県
主
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
出
雲
氏
族
の
遠
江
国
造
と
い
う
の
は
、
そ
の
実
こ
の
浜
名
県
主
で
、
物
部
系
の
国
造
が
任
じ
ら
れ
る
以
前
に
、
当
国
造
を
自
認
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
氏
族
は
本
宗
家
の
出
雲
国
造
の
他
に
、『
古
事
記
』
で
は
无
邪
志
（
武
蔵
）・
上
菟
上
（
海
上
）・
下
菟
上
・
伊
自
牟
（
伊
甚
）
の
諸
国
造
と
津
島
（
対
馬
）
県
直
が
お
り
、『
旧
事
紀
』
で
は
さ
ら
に
、
相
武
国
造　
成
務
朝　
武
刺
国
造
の
祖
・
伊
勢
都
彦
命
の
三
世
孫
の
弟
武
彦
命
菊
麻
国
造　
成
務
朝　
无
邪
志
国
造
の
祖
・
兄
多
毛
比
命
の
子
の
大
鹿
国
直
阿
波
国
造　
成
務
朝　
天
穂
日
命
の
八
世
孫・弥
都
侶
岐
命
の
孫
の
大
伴
直
大
瀧
新
治
国
造　
成
務
朝　
美
都
呂
岐
命
の
子
の
比
奈
羅
布
命
高
国
造　
　
成
務
朝　
弥
都
侶
岐
命
の
孫
の
弥
佐
比
命
を
あ
げ
て
い
て
、
太
平
洋
岸
を
東
北
上
す
る
発
展
の
経
路
が
う
か
が
わ
れ
る
。
浜
名
郡
に
は
伊
勢
神
宮
の
浜
名
神
戸
が
あ
り
（『
新
抄
格
勅
符
抄
』『
神
宮
雑
例
集
』）、
ま
た
、
引
佐
町
井
伊
谷
近
辺
に
は
四
│
五
世
紀
代
の
古
墳
が
顕
著
に
み
ら
れ
、
浜
名
湖
縁
辺
の
浜
名
・
引
佐
は
、
遠
江
国
内
で
も
早
い
時
期
か
ら
地
域
権
力
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
引
佐
町
に
は
北
岡
大
塚
古
墳
（
前
方
後
方
墳
）
と
馬
場
平
古
墳
（
前
方
後
円
墳
）、
そ
し
て
三
方
原
台
地
東
縁
の
浜
北
市
に
赤
門
上
古
墳
（
前
方
後
円
墳
）
が
あ
る
。
前
方
後
円
墳
体
制
に
包
含
さ
れ
る
以
前
に
、
東
遠
江
に
す
で
に
一
定
の
地
域
権
力
を
築
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
当
国
で
最
大
の
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
、
県
内
で
も
最
も
古
墳
の
集
中
す
る
地
域
が
、
遠
江
中
部
の
磐
田
原
台
地
で
あ
る
。
台
地
西
縁
に
小
銚
子
塚
古
墳
（
前
方
後
方
墳
）
と
銚
子
塚
古
墳
、
南
西
端
に
庚
申
塚
古
墳
と
連
福
寺
古
墳
、
南
東
端
に
連
城
寺
経
塚
古
墳
と
松
林
山
古
墳
、
東
縁
に
新
豊
院
山
二
号
墳
の
各
前
方
後
円
墳
が
立
地
し
、
赤
門
上
・
銚
子
塚
・
連
福
寺
・
連
城
寺
経
塚
・
松
林
山
・
新
豊
院
山
二
号
に
は
、
三
角
縁
神
獣
鏡
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
新
豊
院
山
、
銚
子
塚
・
小
銚
子
塚
な
ど
は
四
世
紀
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
ま
た
、
佐
野
郡
に
は
一
〇
〇
〇
余
基
の
古
墳
が
五
世
紀
以
降
に
造
ら
れ
て
お
り
、
佐
野
郡
か
ら
分
か
れ
た
山
名
郡
域
に
も
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
の
有
力
古
墳
を
筆
頭
と
す
る
大
古
墳
群
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
考
古
学
的
知
見
か
ら
も
、
最
初
に
当
国
西
部
の
浜
名
地
域
が
勢
力
を
持
っ
た
時
期
が
あ
り
、
続
い
て
磐
田
を
中
心
に
佐
野
・
山
名
あ
た
り
も
含
め
て
物
部
氏
族
が
勢
威
を
振
る
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
稿
の
主
題
と
は
直
接
か
か
わ
ら
な
い
が
、
そ
の
後
、
東
部
の
城
飼
・
榛
原
郡
周
縁
に
は
、
応
神
裔
を
称
す
土
形
君
・
榛
原
公
（
君
）・
幣
岐
君
及
び
秦
氏
を
中
心
と
す
る
渡
来
系
氏
族
が
扶
植
し
て
、
郡
司
氏
族
へ
と
発
展
す
る
。
引
佐
郡
に
は
三
宅
神
社
が
あ
り
、
麁
玉
郡
に
は
三
宅
郷
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
辺
り
に
屯
倉
が
広
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
浜
名
湖
周
縁
の
浜
名
・
引
佐
・
敷
知
に
加
え
、
麁
玉
そ
し
て
長
田
、
す
な
わ
ち
天
竜
川
の
西
の
諸
郡
は
一
帯
の
地
域
と
し
て
把
握
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
近
江
国
や
讃
岐
国
の
郡
、
あ
る
い
は
和
泉
国
日
根
郡
の
郷
の
よ
う
に
、
河
川
を
挟
ん
だ
両
岸
を
一
体
と
す
る
地
域
も
83
二つの国造
少
な
く
な
い
が
、
さ
す
が
に
天
竜
川
ほ
ど
の
幅
に
な
る
と
、
そ
れ
は
両
岸
を
結
び
つ
け
る
よ
り
も
、
隔
て
る
性
格
の
ほ
う
が
強
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
）
14
（
。
つ
ま
り
天
竜
川
が
、
浜
名
県
と
遠
江
国
造
の
勢
力
圏
を
分
け
る
境
界
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。以
上
よ
り
大
胆
に
推
測
す
れ
ば
、
当
国
は
ま
ず
西
に
出
雲
氏
族
の
浜
名
県
が
存
し
、
次
に
中
部
に
物
部
氏
族
の
遠
江
・
久
努
・
素
賀
国
造
が
成
立
し
、
最
後
に
東
部
の
城
飼
・
榛
原
・
周
智
に
応
神
裔
と
秦
氏
が
発
展
し
た
と
い
う
歴
史
が
描
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
）
15
（
。
二　
穂
国
造
『
古
事
記
』
の
開
化
天
皇
条
に
、
朝
廷
別
王
（
丹
波
道
主
王
の
子
）
が
「
三
川
の
穂
の
別
の
祖
」
と
あ
る
。
而
し
て
『
先
代
旧
事
本
紀
』
国
造
本
紀
に
は
、
雄
略
朝
に
葛
城
襲
津
彦
（
武
内
宿
禰
の
子
）
四
世
孫
の
菟
上
足
尼
を
穂
国
造
に
任
じ
た
と
あ
る
。
国
造
本
紀
の
雄
略
朝
と
い
う
の
は
、
他
の
国
造
の
設
置
時
期
と
比
べ
て
か
な
り
遅
い
。
一
方
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
天
孫
本
紀
に
よ
れ
ば
、
成
務
朝
の
物
部
胆
咋
宿
祢
が
三
川
穂
国
造
の
美
己
止
直
の
妹
伊
佐
姫
を
娶
っ
た
と
あ
る
。
太
田
亮
氏
は
こ
の
ミ
コ
ト
直
を
、
前
述
の
朝
廷
（
ミ
カ
ド
）
別
と
同
人
と
さ
れ
る
が
、
朝
廷
別
は
世
代
的
に
は
成
務
の
父
と
同
世
代
で
あ
り
、
強
ち
無
理
な
想
定
で
は
な
い
。
以
上
よ
り
最
初
は
、
丹
波
氏
族
（
開
化
皇
子
ヒ
コ
イ
マ
ス
（
丹
波
道
主
の
父
）
裔
）
が
国
造
で
あ
っ
た
の
が
、
雄
略
朝
す
な
わ
ち
五
世
紀
中
頃
に
、
武
内
氏
族
（
孝
元
孫
武
内
宿
祢
裔
）
に
交
替
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
飯
郡
雀
部
郷
、
碧
海
郡
桜
井
郷
は
、
そ
の
一
族
の
拠
地
で
あ
ろ
う
）
16
（
。
宝
飯
郡
渡
津
郷
兎
足
神
社
も
、
菟
上
足
尼
に
関
わ
る
も
の
で
、
武
内
系
国
造
の
拠
地
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
一
宮
の
砥
鹿
神
社
は
、
世
襲
神
主
家
草
鹿
砥
氏
が
、
日
下
部
↓
日
下
戸
↓
草
鹿
砥
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
丹
波
氏
族
す
な
わ
ち
穂
別
と
同
族
の
日
下
部
連
の
裔
で
あ
る
の
で
、
神
社
は
依
然
、
丹
波
系
穂
国
造
の
奉
斎
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
事
例
は
、
先
程
の
遠
江
の
よ
う
に
、
前
国
造
が
県
主
と
し
て
遺
存
し
て
い
る
と
い
う
の
と
は
違
い
、
完
全
に
交
替
し
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
類
型
の
二
つ
目
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
三　
山
城
国
造
当
国
造
に
つ
い
て
は
『
旧
事
紀
』
の
国
造
本
紀
に
、
阿
多
振
命
な
い
し
天
一
目
命
を
国
造
と
し
た
と
見
え
る
）
17
（
。
い
づ
れ
も
天
津
彦
根
の
子
孫
す
な
わ
ち
凡
河
内
氏
族
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
は
問
題
な
い
。『
古
事
記
』
に
も
「
天
津
日
子
根
命
は
、
凡
川
内
国
造
・
額
田
部
湯
坐
連
・
茨
木
国
造
・
倭
田
中
直
・
山
代
国
造
・
馬
来
田
国
造
・
道
尻
岐
閉
国
造
・
周
芳
国
造
・
倭
淹
知
造
・
高
市
県
主
・
蒲
生
稲
寸
・
三
枝
部
造
等
の
祖
な
り
」
と
あ
る
。
な
お
、
当
国
造
は
後
の
山
城
国
で
い
え
ば
、
そ
の
南
半
を
勢
力
圏
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
記
紀
な
ど
に
山
代
を
冠
せ
ら
れ
る
地
名
が
、
筒
城
・
紀
伊
（
深
草
）・
大
国
・
内
（
宇
治
）・
蟹
幡
な
ど
い
わ
ゆ
る
南
山
城
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
北
半
に
あ
っ
た
葛
野
国
の
範
囲
が
、
後
の
愛
宕
や
乙
訓
な
ど
に
も
及
ん
で
い
た
と
す
る
、
先
学
の
研
究
も
そ
の
傍
証
と
な
り
得
よ
う
）
18
（
。
と
こ
ろ
で
諸
国
に
は
国
魂
（
玉
）
神
社
と
い
う
の
が
存
在
す
る
場
合
が
あ
り
、
国
造
に
よ
っ
て
奉
斎
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
河
内
国
魂
神
社
は
摂
津
国
菟
原
郡
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
太
古
、
河
内
が
後
の
摂
津
（
及
び
和
泉
）
を
包
含
し
て
お
り
、
し
か
も
国
造
の
本
拠
地
が
後
の
河
内
国
で
は
な
く
摂
84
史　　　窓
津
国
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
）
19
（
。
山
城
国
の
場
合
、
久
世
郡
廿
四
座
の
う
ち
「
水
主
神
社
十
座
」
と
し
て
「
並
大
、
月
次
新
嘗
、
就
中
同
水
主
坐
天
照
御
魂
神
、
水
主
坐
山
背
大
国
魂
命
神
二
座
、
預
相
嘗
祭
」
と
あ
る
、
水
主
坐
山
背
大
国
魂
命
神
が
そ
れ
に
当
た
ろ
う
。
そ
し
て
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
水
主
神
社
の
祭
神
が
、
天
照
御
魂
神
・
天
香
語
山
神
・
天
村
雲
神
・
天
忍
男
神
・
建
額
赤
命
・
建
諸
隅
命
・
建
筒
草
命
・
建
多
背
命
・
倭
得
玉
彦
命
・
山
背
大
国
魂
命
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
天
照
御
魂
神
は
火
明
命
、
山
背
大
国
魂
命
は
火
明
命
の
九
世
孫
玉
勝
山
代
根
古
命
と
さ
れ
、
全
て
『
旧
事
紀
』
天
孫
本
紀
所
載
の
尾
張
氏
系
譜
に
見
え
る
者
で
あ
っ
て
）
20
（
、
前
述
の
山
城
国
造
の
凡
河
内
氏
族
で
は
な
い
。
火
明
│
天
香
語
山
│
天
村
雲
│
天
忍
男
│
建
額
赤
│
建
筒
草
は
直
系
で
、
忍
男
の
兄
忍
人
の
曾
孫
が
建
多
背
、
そ
の
甥
が
建
諸
隅
、
そ
の
子
が
倭
得
玉
彦
で
あ
る
。
こ
の
氏
族
は
、
建
額
赤
の
兄
瀛
津
ヨ
ソ
が
妹
の
ヨ
ソ
足
媛
を
通
じ
て
皇
室
の
外
戚
に
な
っ
た
の
を
機
と
し
て
、
勢
力
を
伸
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
額
赤
の
子
筒
草
の
あ
と
は
続
か
ず
、
忍
人
の
系
統
の
田
背
に
氏
上
の
地
位
が
移
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
21
（
。
但
し
田
背
は
一
足
早
く
尾
張
に
東
下
し
）
22
（
、
弟
ウ
ナ
ヒ
の
子
モ
ロ
ス
ミ
が
後
を
継
い
で
廷
臣
と
な
っ
た
ら
し
い
）
23
（
。
モ
ロ
ス
ミ
の
妹
オ
ホ
ア
マ
媛
は
崇
神
妃
と
な
っ
て
、
八
坂
入
彦
を
産
ん
だ
。
モ
ロ
ス
ミ
の
子
倭
得
玉
彦
は
こ
の
八
坂
入
彦
を
奉
じ
て
美
濃
に
下
っ
た
よ
う
で
、
子
の
弟
彦
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
よ
っ
て
「
善
射
者
」
と
し
て
美
濃
国
か
ら
召
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
弟
彦
の
弟
若
都
保
は
美
濃
の
伊
福
部
の
祖
で
あ
り
、
甥
の
大
八
椅
命
は
飛
騨
国
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
得
玉
彦
の
移
住
に
は
子
の
弟
彦
・
若
都
保
、
そ
し
て
彦
ヨ
ソ
（
大
八
椅
命
の
父
）
ら
も
付
き
従
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
但
し
、
得
玉
の
も
う
ひ
と
り
の
子
玉
勝
山
代
根
子
は
、
山
代
水
主
直
ら
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
畿
内
に
留
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
大
和
葛
城
に
留
ま
っ
て
朝
廷
に
仕
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
）
24
（
。
す
な
わ
ち
水
主
神
社
の
祭
神
は
、
天
火
明
か
ら
玉
勝
山
代
根
子
ま
で
の
、
こ
の
氏
の
歴
代
氏
上
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
）
25
（
。
水
主
直
は
、『
姓
氏
録
』
山
城
国
神
別
天
孫
に
も
「
水
主
直
。
同
上
（
火
明
命
之
後
也
）」
と
あ
る
が
）
26
（
、
そ
の
拠
地
は
、
久
世
郡
水
主
郷
で
あ
る
。『
同
書
』
左
京
神
別
天
孫
に
は
「
榎
室
連
。
火
明
命
十
七
世
孫
呉
足
尼
之
後
也
。
山
豬
子
連
等
、
仕
奉
上
宮
豐
聡
耳
皇
太
子
御
杖
代
。
爾
時
、
太
子
巡
行
山
代
国
。
于
時
、
古
麻
呂
家
在
山
城
国
久
世
郡
水
主
村
（
後
略
）」
と
も
み
え
、
一
族
が
こ
の
地
に
居
を
構
え
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
尾
張
氏
の
姓
は
連
で
あ
る
が
、
丹
波
国
造
丹
波
直
や
但
馬
国
造
朝
来
直
、
同
海
直
、
丹
後
海
部
直
の
よ
う
に
、
尾
張
以
外
の
国
造
及
び
そ
の
一
族
は
直
姓
で
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
従
っ
て
山
代
水
主
直
は
、
そ
の
姓
か
ら
言
っ
て
も
、
水
主
神
社
及
び
水
主
坐
山
背
大
国
魂
命
神
の
祭
神
か
ら
言
っ
て
も
、
山
代
国
造
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
国
造
で
あ
っ
た
こ
と
の
傍
証
と
な
る
の
が
、『
旧
事
紀
』
天
神
本
紀
に
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
の
降
臨
に
随
伴
し
た
神
と
し
て
、「
伊
岐
志
迩
保
命
。
山
代
国
造
等
之
祖
」
と
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
キ
シ
ニ
ホ
は
胆
杵
磯
丹
杵
穂
・
五
十
研
丹
穂
命
・
伊
伎
志
爾
富
命
な
ど
と
も
書
か
れ
る
が
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
乃
至
ホ
ア
カ
リ
の
別
名
と
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
は
ホ
ア
カ
リ
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
）
27
（
。『
姓
氏
録
』
山
城
国
未
定
雑
姓
に
「
山
代
直
。
火
明
命
之
後
也
」
と
あ
る
の
も
、
一
概
に
捨
て
が
た
い
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
先
程
、
一
族
が
厩
戸
王
に
仕
奉
し
て
い
た
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
が
、
子
の
山
背
大
兄
王
は
山
代
国
造
の
名
を
負
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
氏
族
は
久
世
郡
水
主
辺
り
を
本
拠
と
し
な
が
ら
、
山
背
大
兄
の
深
草
屯
倉
の
85
二つの国造
あ
っ
た
紀
伊
郡
深
草
郷
も
含
む
、
南
山
城
を
国
造
と
し
て
治
め
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
28
（
。
そ
の
後
、
経
緯
は
わ
か
ら
な
い
が
、
同
じ
く
天
孫
族
の
凡
河
内
氏
族
に
国
造
は
交
替
し
た
。
い
つ
の
こ
と
な
の
か
、
な
ぜ
な
の
か
、
史
料
な
ど
に
明
記
が
な
い
の
で
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
が
、
以
下
、
い
く
ら
か
考
え
う
る
と
こ
ろ
を
述
べ
た
い
。
久
世
郡
に
は
水
主
郷
の
北
に
栗
隈
郷
が
あ
る
。
こ
こ
は
古
く
栗
隈
県
が
置
か
れ
、
栗
隈
大
溝
の
開
発
で
有
名
な
地
で
あ
る
。
舒
明
前
紀
に
推
古
の
女
官
と
し
て
栗
隈
采
女
黒
目
が
お
り
、
栗
隈
氏
が
国
造
同
様
に
采
女
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
天
智
紀
に
は
、
栗
隈
首
徳
万
の
娘
の
黒
媛
が
水
主
皇
女
を
産
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
栗
隈
と
水
主
の
一
体
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。
甚
だ
根
拠
薄
弱
で
は
あ
る
が
、
こ
の
栗
隈
県
主
栗
隈
首
が
尾
張
氏
系
山
代
国
造
の
後
身
で
は
な
か
ろ
う
か
）
29
（
。
玉
勝
山
代
根
子
は
世
代
的
に
は
景
行
朝
に
な
る
が
、
そ
れ
か
ら
数
代
し
て
仁
徳
朝
に
栗
隈
大
溝
を
開
削
す
る
の
に
あ
た
っ
て
、
栗
隈
県
主
と
し
て
功
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）
30
（
。
そ
れ
は
水
主
と
い
う
ウ
ジ
名
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
し
、
実
際
水
主
郷
は
木
津
川
が
湾
曲
し
て
い
る
地
に
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
培
わ
れ
た
技
術
力
が
期
待
さ
れ
て
、
採
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
）
31
（
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
こ
の
地
に
、
山
城
最
大
の
久
津
川
車
塚
古
墳
や
芭
蕉
塚
古
墳
が
営
ま
れ
る
の
も
、
無
関
係
な
こ
と
で
は
な
い
）
32
（
。
従
っ
て
国
造
で
は
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
勢
威
は
衰
え
ず
、
久
世
郡
や
北
西
隣
の
乙
訓
郡
に
同
族
が
繁
衍
し
て
い
る
。
玉
勝
山
代
根
子
の
曽
祖
父
タ
セ
の
弟
マ
リ
ネ
は
石
作
連
の
祖
、
同
じ
く
テ
ワ
ニ
は
身
人
部
連
の
祖
、
ま
た
、
タ
セ
の
叔
父
妙
ト
メ
も
六
人
部
連
の
祖
と
さ
れ
る
。
石
作
は
、
天
平
勝
宝
九
歳
（
七
五
七
）
四
月
七
日
付
西
南
角
領
解
（
正
倉
院
文
書
。
続
修
後
集
十
一
裏
）
に
「
石
作
連
目
辟
。
年
廿
一
。
山
城
国
久
世
郡
奈
美
郷
」
と
あ
り
）
33
（
、
久
世
郡
に
居
住
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
乙
訓
郡
に
は
石
作
郷
・
石
作
神
社
・
石
作
寺
が
あ
っ
て
、
そ
の
繁
栄
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
六
（
身
）
人
部
も
、
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
四
月
二
十
二
日
付
弘
福
寺
田
数
帳
（
東
寺
文
書
甲
ノ
号
外
）
に
列
栗
郷
が
み
え
、
戸
主
と
し
て
六
人
部
連
小
坂
が
記
さ
れ
る
）
34
（
。
下
っ
て
安
和
二
年
（
九
六
九
）
七
月
八
日
付
（
紛
失
状
）
法
勝
院
領
目
録
（
仁
和
寺
文
書
）
に
は
「
久
世
郡
列
栗
畠
壱
町
八
段
佰
八
十
歩
」
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
所
在
地
の
な
か
に
「
六
人
部
里
」
が
あ
る
）
35
（
。
ま
た
、
乙
訓
郡
の
向
日
神
社
の
神
主
は
現
在
に
至
る
ま
で
六
人
部
氏
で
あ
る
。
な
お
、
一
族
は
さ
ら
に
北
西
へ
と
移
殖
し
た
ら
し
く
、
丹
波
国
天
野
郡
に
六
（
人
）
部
郷
・
宗
（
我
）
部
郷
・
雀
部
郷
が
存
在
す
る
。
天
孫
本
紀
に
玉
勝
山
代
根
古
命
は
「
雀
部
連
、
蘇
宜
部
首
等
祖
也
」
と
み
え
る
。
六
部
郷
は
宗
部
郷
の
東
に
、
雀
部
郷
は
六
部
郷
の
北
に
あ
り
、
一
族
が
一
団
と
し
て
扶
植
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
斯
様
に
尾
張
氏
族
が
多
く
の
痕
跡
を
留
め
て
い
る
の
に
対
し
、
凡
河
内
氏
族
は
山
背
（
代
）
を
ウ
ジ
名
と
す
る
も
の
以
外
に
は
、
天
平
五
年
愛
宕
郡
郷
里
未
詳
計
帳
（
続
修
十
）
の
奄
智
連
橘
売
）
36
（
、
神
亀
三
年
愛
宕
郡
出
雲
郷
雲
下
里
計
帳
（
正
集
十
二
）
の
高
市
県
主
笠
売
く
ら
い
で
あ
る
）
37
（
。
や
は
り
国
造
任
命
が
遅
か
っ
た
の
が
そ
の
因
で
あ
ろ
う
。
四　
美
濃
国
造
当
国
造
に
つ
い
て
は
『
旧
事
紀
』
国
造
本
紀
に
、「
三
野
前
国
造
。
春
日
率
川
朝
、
皇
子
彥
坐
王
子
八
瓜
命
、
定
賜
国
造
」、
そ
し
て
引
き
続
き
「
三
野
後
国
造
。
志
賀
高
穴
穗
朝
御
代
、
物
部
連
祖
出
雲
大
臣
命
孫
臣
賀
夫
良
、
定
賜
国
造
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
美
濃
国
造
に
は
前
国
造
と
後
国
造
が
い
て
、
前
者
は
開
86
史　　　窓
化
皇
子
ヒ
コ
イ
マ
ス
の
裔
す
な
わ
ち
丹
波
氏
族
、
そ
し
て
後
国
造
は
物
部
氏
族
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
ず
前
者
で
あ
る
が
、『
古
事
記
』
開
化
段
に
、
皇
子
ヒ
コ
イ
マ
ス
の
子
の
「
神
大
根
王
、
亦
名
八
瓜
入
日
子
王
（
中
略
）
神
大
根
王
者
、
三
野
国
之
本
巣
国
造
・
長
幡
部
連
之
祖
」
と
あ
る
。
そ
し
て
更
に
景
行
段
に
、「
三
野
国
造
之
祖
、
大
根
王
之
女
、
名
兄
比
売
・
弟
比
売
二
嬢
子
（
中
略
）
大
碓
命
、
娶
兄
比
売
、
生
子
、
押
黒
之
兄
日
子
王
。
此
者
三
野
之
宇
泥
須
和
気
之
祖
。
亦
、
娶
弟
比
売
、
生
子
、
押
黒
弟
日
子
王
。
此
者
牟
宜
都
君
等
之
祖
」
と
あ
る
。
以
上
よ
り
、
三
野
前
国
造
す
な
わ
ち
本
巣
国
造
す
な
わ
ち
三
野
国
造
で
あ
り
、
そ
の
初
代
は
オ
ホ
ネ
王
（
別
名
ヤ
ツ
リ
命
）
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
景
行
皇
子
の
オ
ホ
ウ
ス
が
そ
の
娘
と
の
間
に
儲
け
た
弟
彦
王
が
武
儀
ツ
君
の
祖
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
最
後
の
話
は
『
日
本
書
紀
』
に
も
み
え
、
景
行
四
年
二
月
是
月
条
に
、「
天
皇
聞
美
濃
国
造
、
名
神
骨
之
女
、
兄
名
兄
遠
子
・
弟
名
弟
達
子
。
並
有
国
色
。
則
遣
大
碓
命
、
使
察
其
婦
女
之
容
姿
。
時
大
碓
命
便
密
通
而
不
復
命
。
由
是
恨
大
碓
命
」
と
あ
っ
て
、
や
は
り
美
濃
国
造
ホ
ネ
王
の
娘
と
大
碓
が
密
通
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
更
に
四
十
年
七
月
戊
戌
条
に
、（
大
碓
が
東
国
征
討
派
遣
か
ら
逃
げ
た
の
で
）「
因
此
遂
封
美
濃
、
仍
如
封
地
。
是
身
毛
津
君
・
守
君
凡
二
族
之
始
祖
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
『
古
事
記
』
景
行
段
に
も
「
大
碓
命
、
守
君
・
大
田
君
・
島
田
君
之
祖
」
と
あ
っ
て
、
ム
ゲ
つ
君
に
加
え
守
君
・
大
田
君
の
祖
と
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ち
な
み
に
『
姓
氏
録
』
に
も
、
左
京
皇
別
に
「
牟
義
公
、
景
行
天
皇
皇
子
大
碓
命
之
後
也
。
守
公
、
牟
義
公
同
氏
、
大
碓
命
之
後
也
」、
あ
る
い
は
河
内
国
皇
別
に
「
大
田
宿
祢
、
大
碓
命
之
後
也
（
一
氏
略
）
守
公
、
牟
義
公
同
祖
、
大
碓
命
之
後
也
、
日
本
紀
漏
。
阿
礼
首
、
守
公
同
祖
、
大
碓
命
之
後
也
」、
ま
た
和
泉
国
皇
別
に
「
池
田
首
、
景
行
天
皇
皇
子
大
碓
命
之
後
也
、
日
本
紀
漏
」
と
み
え
、
ム
ゲ
・
守
・
大
田
・
阿
礼
・
池
田
な
ど
の
祖
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
諸
氏
族
の
足
跡
は
、
ま
ず
池
田
氏
は
池
田
郡
及
び
同
郡
・
可
児
郡
池
田
郷
に
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
。
次
に
大
田
氏
は
安
八
・
大
野
両
郡
に
大
田
郷
が
あ
り
、
さ
ら
に
美
濃
国
神
名
帳
大
野
郡
に
正
三
位
の
大
田
大
神
を
載
せ
る
。
安
八
・
大
野
両
郡
に
わ
た
る
大
田
氏
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
守
部
氏
に
つ
い
て
は
、
貞
観
一
四
年
（
八
七
二
）
三
月
九
日
の
貞
観
寺
田
地
目
録
（
仁
和
寺
文
書
）
に
「
安
八
郡
大
領
守
部
秀
名
」
が
見
え
）
38
（
、
安
八
郡
で
の
勢
威
が
う
か
が
わ
れ
る
。
大
県
神
社
の
あ
る
安
八
町
森
部
は
守
部
氏
の
本
貫
で
あ
ろ
う
）
39
（
。
大
宝
二
年
の
春
部
里
戸
籍
・
本
巣
郡
栗
栖
田
里
戸
籍
・
肩
県
郡
肩
々
里
戸
籍
・
山
方
郡
三
井
田
里
戸
籍
・
加
毛
郡
半
布
里
戸
籍
に
は
守
部
が
多
く
お
り
）
40
（
、『
三
代
実
録
』
貞
観
十
年
（
八
六
八
）
七
月
十
二
日
条
に
「
美
濃
国
池
田
郡
人
守
部
秀
刀
自
」、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
四
月
二
十
二
日
の
美
濃
国
司
解
（「
東
南
院
文
書
」
伍
櫃
十
一
）
に
も
「
可
児
郡
駅
家
郷
戸
主
守
部
麻
呂
」
が
み
え
る
）
41
（
。
阿
礼
（
漏
）
氏
は
、
藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
に
「
癸
未
年
七
月　
三
野
大
野
評
阿
漏
里　
阿
漏
人
（
後
略
）」
と
評
制
下
に
里
名
と
し
て
み
え
る
。
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
四
月
六
日
の
仕
丁
送
文
（
丹
裹
古
文
書
）
に
は
「
阿
漏
人
大
嶋
〈
年
十
七
。
美
濃
国
大
野
郡
上
荒
郷
戸
主
阿
漏
人
小
寸
戸
口
〉」、「
阿
漏
君
国
麻
呂
〈
年
十
八
。
美
濃
国
大
野
郡
上
荒
郷
戸
主
牟
下
百
国
戸
口
〉」
と
あ
っ
て
）
42
（
、
阿
漏
里
が
上
荒
郷
と
恐
ら
く
下
荒
郷
に
分
か
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
ま
た
、
阿
漏
氏
の
居
住
も
確
認
さ
れ
る
）
43
（
。
ム
ゲ
氏
に
つ
い
て
は
、『
日
本
歴
史
地
名
大
系　
岐
阜
県
の
地
名
』（
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
）
の
「
武
儀
郡
」
に
、「
大
化
前
代
に
牟
義
都
国
が
あ
り
、
国
造
は
牟
義
都
氏
（
牟
宜
都
・
牟
義
津
・
牟
下
津
・
牟
義
・
武
義
・
身
毛
な
ど
と
も
記
87
二つの国造
す
）
で
あ
っ
た
。
北
は
郡
上
郡
、
西
は
山
県
郡
、
東
は
加
茂
郡
を
含
ん
だ
い
わ
ゆ
る
北
濃
地
域
一
帯
で
、
中
心
は
現
美
濃
市
・
関
市
の
平
野
部
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
」
と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
関
市
池
尻
に
あ
る
弥
勒
寺
跡
は
法
起
寺
式
の
伽
藍
配
置
を
も
ち
）
44
（
、
身
毛
君
氏
の
氏
寺
と
し
て
壬
申
の
乱
後
の
白
鳳
期
後
半
に
創
建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
の
諸
史
料
か
ら
も
わ
か
る
が
、『
釈
日
本
紀
』
所
引
「
上
宮
記
」
の
有
名
な
応
神
か
ら
継
体
ま
で
の
系
譜
記
述
に
も
「
牟
義
都
国
造
、
名
伊
自
牟
良
君
」
と
あ
り
、
ム
ゲ
国
造
の
姓
は
君
姓
で
あ
っ
た
。
著
名
な
人
物
と
し
て
壬
申
の
乱
の
際
、
大
海
人
皇
子
方
に
立
っ
て
活
躍
し
た
身
毛
君
広
が
い
る
が
、
早
く
に
『
日
本
書
紀
』
雄
略
七
年
八
月
条
に
は
、
身
毛
君
丈
夫
が
み
え
る
。
一
族
の
繁
衍
ぶ
り
は
め
ざ
ま
し
く
、
天
平
十
七
年
八
月
一
日
類
収
の
知
識
優
婆
塞
貢
進
文
（
正
倉
院
文
書
。
続
修
二
十
八
）
に
、
美
濃
国
方
県
郡
村
部
郷
戸
主
牟
下
都
否
麻
呂
）
45
（
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
四
月
六
日
の
仕
丁
送
文
（
丹
裹
古
文
書
）
に
「
美
濃
国
大
野
郡
上
荒
郷
戸
主
牟
下
百
国
」
な
ど
無
姓
の
ム
ゲ
氏
）
46
（
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
四
月
二
十
二
日
の
美
濃
国
司
解
（
東
南
院
文
書
）
に
「
武
義
郡
揖
可
郷
戸
主
武
義
造
宮
廬
」
と
造
姓
が
み
え
る
が
）
47
（
、
何
と
言
っ
て
も
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
の
御
野
国
加
毛
郡
半
布
里
戸
籍
（
正
倉
院
文
書
）
に
は
、
牟
下
都
君
族
・
牟
下
部
君
族
、
牟
義
君
族
、
無
姓
の
牟
下
（
義
）
津
、
牟
下
津
部
、
牟
下
（
義
）
部
、
な
ど
と
と
も
に
牟
下
津
造
が
み
え
、
中
濃
地
方
に
古
代
豪
族
身
毛
君
氏
の
一
族
が
広
く
分
布
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
）
48
（
。
最
後
に
本
巣
国
造
に
つ
い
て
は
、
本
巣
郡
に
は
美
濃
郷
が
あ
り
、
当
国
造
す
な
わ
ち
美
濃
前
国
造
の
本
拠
地
と
考
え
ら
れ
る
。
平
城
宮
跡
出
土
の
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
の
木
簡
に
も
「
三
野
国
本
須
郡
三
野
部
（
後
略
）」
と
み
え
る
）
49
（
。
な
お
、
和
銅
八
年
七
月
に
本
巣
郡
の
東
部
を
分
割
し
て
席
田
郡
が
建
て
ら
れ
た
が
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
四
月
二
十
三
日
条
で
は
、
席
田
郡
人
で
あ
る
国
造
真
祖
父
が
疲
弊
し
た
東
山
道
の
坂
本
駅
の
再
建
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
国
造
も
当
然
、
美
濃
（
本
巣
）
国
造
の
意
で
あ
る
。
以
上
、
美
濃
前
国
造
す
な
わ
ち
本
巣
国
造
及
び
ム
ゲ
つ
国
造
は
、
安
八
・
池
田
・
大
野
・
本
巣
・
肩
県
・
武
儀
・
山
県
・
加
茂
・
可
児
な
ど
、
主
に
西
濃
・
中
濃
の
諸
郡
に
そ
の
痕
跡
が
あ
る
が
、
や
は
り
中
心
は
武
儀
と
そ
の
周
縁
の
肩
県
・
山
県
・
加
茂
な
ど
が
多
く
、
特
に
ム
ゲ
つ
氏
に
限
れ
ば
、
そ
の
色
が
濃
い
。
中
濃
を
本
拠
と
し
て
、
や
や
西
濃
へ
も
勢
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
い
う
構
図
が
描
け
よ
う
。次
に
美
濃
後
国
造
す
な
わ
ち
物
部
氏
族
の
痕
跡
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
多
芸
郡
物
部
郷
に
名
を
留
め
て
お
り
、『
続
日
本
紀
』
宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
十
一
月
八
日
条
に
「
左
京
人
正
八
位
下
多
芸
連
国
足
等
二
人
賜
姓
物
部
多
芸
宿
祢
、
美
濃
国
多
芸
郡
人
物
部
坂
麻
呂
等
九
人
物
部
多
芸
連
」
と
あ
っ
て
、
多
藝
郡
の
物
部
は
中
央
に
も
つ
な
が
る
有
力
な
地
方
氏
族
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
後
国
足
は
外
従
五
位
下
中
宮
少
進
か
ら
、
因
幡
介
・
越
中
介
・
中
宮
大
進
を
経
て
従
五
位
下
・
図
書
助
に
な
っ
て
い
る
）
50
（
。『
三
代
実
録
』
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
八
月
十
七
日
条
に
は
、
太
政
官
史
生
正
八
位
下
物
部
吉
宗
の
本
貫
を
美
濃
国
多
芸
郡
よ
り
山
城
国
愛
宕
郡
に
移
す
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
国
足
の
一
族
で
あ
ろ
う
。
美
濃
国
神
名
帳
に
も
多
芸
郡
に
従
四
位
上
物
部
明
神
が
あ
り
、
多
芸
郡
の
物
部
（
物
部
多
芸
氏
）
の
本
拠
地
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
載
る
多
伎
神
社
は
現
養
老
郡
養
老
町
三
神
町
の
多
岐
神
社
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
同
社
は
物
部
多
芸
氏
の
祖
神
を
祀
る
と
伝
え
、
社
域
中
に
あ
る
古
墳
も
物
部
多
芸
氏
の
も
の
と
さ
れ
る
。
東
隣
の
安
八
郡
に
も
物
部
郷
が
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
（
七
〇
九
）
88
史　　　窓
三
月
二
十
七
日
条
に
「
安
八
郡
人
国
造
千
代
妻
」
と
あ
り
、
こ
の
国
造
は
美
濃
国
造
の
意
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
北
東
の
本
巣
郡
に
も
物
部
郷
が
あ
り
、
美
濃
国
神
名
帳
に
は
、
本
巣
郡
に
従
五
位
下
物
部
明
神
を
載
せ
る
。
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
の
御
野
国
本
簀
郡
栗
栖
太
里
戸
籍
（
正
倉
院
文
書
）
に
は
物
部
姓
が
多
く
み
え
る
。
本
巣
郡
に
は
安
堵
郷
も
あ
り
、
物
部
氏
と
同
族
関
係
に
あ
る
阿
刀
氏
の
居
住
が
想
定
さ
れ
る
。
阿
刀
氏
に
関
し
て
は
、
阿
刀
部
・
阿
斗
部
が
「
山
方
郡
三
井
田
里
」
「
肩
県
郡
肩
々
里
」「
加
毛
郡
半
布
里
」
に
も
分
布
し
て
い
る
（
大
宝
二
年
「
御
野
国
戸
籍
」
正
倉
院
文
書
）。
三
戸
籍
に
は
、
当
然
な
が
ら
か
な
り
の
数
の
物
部
氏
も
み
え
る
。
次
に
本
巣
の
東
の
厚
見
郡
に
お
い
て
も
、
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
四
月
二
十
二
日
の
美
濃
国
司
解
（
東
南
院
文
書
）
に
「
厚
見
郡
草
田
郷
戸
主
物
部
足
麻
呂
」（
婢
乎
久
須
利
売
の
主
人
）、
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
に
「（
表
）
美
濃
国
厚
見
郡
草
田
郷
（
裏
）
物
部
□
□
米
六
斗
」
な
ど
が
み
え
る
）
51
（
。
本
郡
に
は
式
内
物
部
神
社
が
あ
り
、
物
部
氏
の
主
要
な
根
拠
地
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
同
郡
に
は
穂
積
郷
も
あ
り
、
物
部
氏
同
族
の
穂
積
氏
の
拠
地
と
考
え
ら
れ
る
。
「
本
簀
郡
栗
栖
太
里
」「
山
方
郡
三
井
田
里
」「
加
毛
郡
半
布
里
」
に
も
穂
積
お
よ
び
穂
積
部
が
多
く
み
え
る
（
大
宝
二
年
「
御
野
国
戸
籍
」
正
倉
院
文
書
）。
な
お
、『
続
日
本
紀
』
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
五
月
辛
未
（
十
三
日
）
条
に
、
正
六
位
上
物
部
用
善
に
物
部
射
園
連
を
賜
っ
た
こ
と
、
天
応
元
年
（
七
八
一
）
六
月
丙
申
（
九
日
条
）
に
、
正
六
位
上
物
部
射
園
連
老
に
外
従
五
位
下
を
授
け
た
こ
と
、
が
見
え
る
。
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
牒
（『
新
抄
格
勅
符
抄
』）
に
よ
る
と
、
射
園
神
に
美
濃
国
神
封
一
戸
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
物
部
射
園
氏
関
連
の
神
社
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
当
国
に
物
部
神
社
は
多
い
が
、
式
内
社
は
本
郡
の
も
の
だ
け
で
あ
り
、
本
郡
物
部
神
社
す
な
わ
ち
射
園
社
で
は
な
か
ろ
う
か
）
52
（
。
神
亀
の
賜
姓
記
事
か
ら
物
部
射
園
氏
は
渡
来
系
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
厚
見
郡
は
各
務
勝
が
郡
領
で
あ
る
な
ど
）
53
（
、
渡
来
色
の
強
い
地
域
で
あ
る
。
前
述
の
穂
積
氏
が
押
山
・
祖
足
な
ど
外
交
活
動
の
見
え
る
氏
族
で
あ
る
の
も
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
）
54
（
。
厚
見
郡
に
は
三
宅
郷
も
あ
り
、
屯
倉
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
後
国
造
が
管
掌
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
当
郡
は
物
部
の
分
布
が
顕
著
な
美
濃
国
に
あ
っ
て
、
そ
の
中
心
的
な
地
域
と
い
え
よ
う
。
三
野
後
国
造
の
本
拠
地
と
し
て
当
郡
が
考
え
ら
れ
る
。
武
儀
郡
に
も
跡
部
郷
が
あ
り
、
物
部
同
族
の
阿
刀
部
（
阿
斗
部
）
氏
の
居
住
が
想
定
さ
れ
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
御
野
国
戸
籍
（
正
倉
院
文
書
）「
加
毛
郡
半
布
里
」
に
阿
刀
部
井
手
売
・
同
弥
奈
利
売
・
同
加
比
売
、
「
山
方
郡
三
井
田
里
」
に
阿
刀
部
安
豆
・
阿
斗
部
古
都
売
、「
肩
県
郡
肩
々
里
」
に
阿
刀
部
麻
呂
の
名
が
み
え
る
な
ど
、
阿
刀
部
氏
は
中
濃
地
域
一
帯
に
広
く
分
布
し
て
い
た
が
、
当
郷
は
そ
の
本
貫
地
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
可
児
郡
に
は
矢
集
郷
が
あ
り
、『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
神
別
天
神
に
「
矢
集
連
。
同
上
（
伊
香
我
色
乎
命
之
後
也
）」、
右
京
神
別
天
神
に
「
箭
集
宿
禰
。
同
上
（
同
神
（
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
）
六
世
孫
伊
香
我
色
雄
命
之
後
也
）」
な
ど
と
み
え
る
、
物
部
同
族
の
矢
集
氏
の
拠
地
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
天
武
十
三
年
（
六
八
四
）
十
二
月
二
日
条
で
、
矢
集
連
ら
と
と
も
に
美
濃
矢
集
連
に
宿
祢
の
姓
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
有
力
な
古
代
豪
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
の
御
野
国
戸
籍
（
正
倉
院
文
書
）
の
加
毛
郡
半
布
里
・
各
牟
郡
中
里
・
味
蜂
間
郡
春
部
里
の
各
戸
籍
巻
末
の
国
司
署
名
部
分
に
は
、「
少
目
追
従
八
位
上
矢
集
宿
祢
宿
奈
麻
呂
」
の
署
名
が
あ
る
）
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（
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
物
部
氏
族
す
な
わ
ち
美
濃
後
国
造
の
勢
力
は
、
中
濃
・
東
濃
に
も
及
ん
で
い
る
も
の
の
、
や
は
り
中
心
は
西
濃
で
あ
る
。
そ
れ
を
典
89
二つの国造
型
的
に
示
す
の
が
物
部
神
社
で
あ
り
、『
美
濃
国
神
名
帳
』
に
は
、
多
芸
郡
に
従
四
位
上
物
部
明
神
、
多
芸
郡
か
ら
分
か
れ
た
石
津
郡
に
従
六
位
上
物
部
補
劔
明
神
、
安
八
郡
に
従
五
位
下
物
部
明
神
、
大
野
郡
に
従
五
位
下
物
部
津
明
神
、
本
巣
郡
に
従
五
位
下
上
物
部
明
神
、
方
県
郡
に
従
五
位
上
物
部
明
神
、
厚
見
郡
に
従
五
位
下
（
以
下
同
）
物
部
明
神
・
物
部
財
主
明
神
・
物
部
財
公
明
神
と
、
全
て
西
濃
に
所
在
し
て
い
る
。
物
部
郷
が
多
芸
・
安
八
・
本
巣
に
あ
る
の
も
こ
れ
と
符
合
し
よ
う
。
『
倭
姫
命
世
記
』
に
は
、
倭
姫
命
が
尾
張
国
中
島
宮
に
至
っ
た
と
き
に
、
船
な
ど
を
献
上
し
た
の
が
、
美
濃
国
造
と
美
濃
県
主
角
鏑
で
あ
っ
た
と
す
る
。
後
者
の
美
濃
県
主
角
カ
ブ
ラ
は
初
代
美
濃
後
国
造
の
臣
カ
ブ
ラ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
で
あ
る
な
ら
ば
前
者
の
美
濃
国
造
は
美
濃
前
国
造
の
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
い
つ
の
こ
ろ
か
、
美
濃
国
造
は
皇
別
の
美
濃
前
国
造
か
ら
、
も
と
も
と
は
県
主
で
あ
っ
た
物
部
氏
族
の
美
濃
後
国
造
に
交
替
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
美
濃
前
・
後
国
造
の
前
後
に
つ
い
て
は
、
国
名
に
よ
く
あ
る
（
肥
前
・
肥
後
な
ど
）
都
か
ら
の
遠
近
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
す
る
説
と
、
時
代
の
先
後
と
解
す
る
説
と
二
つ
あ
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
ご
と
く
後
国
造
の
ほ
う
が
西
濃
中
心
で
都
に
近
い
こ
と
か
ら
成
り
立
た
な
い
。
国
造
本
紀
が
前
者
を
開
化
朝
、
後
者
を
成
務
朝
と
す
る
の
は
、
そ
の
ま
ま
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
時
代
の
先
後
は
強
ち
誤
っ
て
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
美
濃
県
主
の
存
在
を
示
す
も
の
と
し
て
、『
日
本
霊
異
記
』
の
「
美
濃
国
方
県
郡
水
野
郷
楠
見
村
有
一
女
人
、
姓
県
氏
也
」
と
い
う
記
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。
方
県
郡
に
は
美
濃
国
神
名
帳
に
み
え
る
方
県
津
神
社
が
あ
り
、
こ
の
県
氏
す
な
わ
ち
県
主
の
奉
斎
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
本
殿
、
拝
殿
な
ど
鎮
座
地
は
前
方
後
円
墳
の
上
に
あ
っ
て
、
県
主
の
奥
津
城
と
推
測
さ
れ
る
。
美
濃
国
造
と
美
濃
県
主
は
倭
姫
命
に
船
を
奉
っ
た
が
、
こ
れ
は
彼
ら
が
三
川
（
揖
斐
・
長
良
・
木
曽
）
に
囲
ま
れ
た
地
域
の
故
、
水
運
に
長
け
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
特
に
県
主
の
ほ
う
が
二
隻
の
船
を
献
上
し
、
し
か
も
自
ら
作
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
「
天
の
曾
己
立
」「
天
の
御
都
張
」
と
名
前
ま
で
つ
け
て
い
る
の
は
、「
方
県
津
」
神
社
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
県
主
は
当
津
を
管
掌
し
、
水
運
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
御
野
国
肩
県
郡
肩
々
里
戸
籍
（
正
倉
院
文
書
）
に
お
い
て
も
、
そ
の
子
孫
と
目
さ
れ
る
国
造
氏
が
有
力
で
、
例
え
ば
奴
婢
五
十
九
人
を
含
む
九
十
六
人
の
戸
口
を
も
つ
国
造
大
庭
の
戸
は
、
御
野
国
戸
籍
の
な
か
で
最
大
の
戸
で
あ
る
。
ま
た
、
戸
主
の
次
男
で
あ
る
小
万
は
当
時
七
歳
で
あ
る
が
、『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
四
月
一
日
条
で
は
「
美
濃
国
方
県
郡
少
領
外
従
六
位
下
国
造
雄
万
献
私
稲
二
万
束
於
国
分
寺
、
授
外
従
五
位
下
」
と
み
え
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
、
大
き
な
勢
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
美
濃
国
造
は
遠
江
国
造
と
は
逆
に
、
県
主
の
ほ
う
が
後
に
国
造
と
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
お
わ
り
に
遠
江
国
造
、
穂
国
造
、
山
代
国
造
、
美
濃
国
造
を
取
り
上
げ
て
、
二
つ
の
国
造
の
存
在
形
態
の
様
相
を
見
て
き
た
。
全
て
違
う
類
型
で
あ
っ
た
が
、
何
ら
か
の
結
論
・
議
論
を
出
す
に
は
、
全
国
に
考
察
対
象
を
広
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
山
背
の
北
方
に
勢
威
を
張
っ
て
い
た
葛
野
主
殿
県
主
（
カ
モ
県
主
）
や
南
方
の
栗
隈
首
・
水
主
直
、
そ
し
て
遠
江
の
浜
名
県
主
、
美
濃
の
県
主
・
国
造
や
ム
ゲ
国
造
な
ど
、
い
ず
れ
も
水
に
何
ら
か
の
関
連
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
り
と
て
こ
れ
も
ま
だ
ま
だ
分
析
材
料
不
足
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
考
察
対
象
を
広
げ
る
こ
と
を
約
し
て
、
ひ
と
ま
ず
中
間
報
告
と
し
て
の
蕪
雑
な
稿
を
閉
じ
た
い
。
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史　　　窓
註（1
）　
『
古
事
記
』『
日
本
霊
異
記
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）、『
先
代
旧
事
本
紀
』
は
鎌
田
純
一
校
本
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
）、『
新
撰
姓
氏
録
』
は
佐
伯
有
清
校
本
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
）、『
日
本
書
紀
』
以
下
六
国
史
、『
延
喜
式
』『
倭
姫
命
世
記
』『
新
抄
格
勅
符
抄
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）、
正
倉
院
文
書
は
『
大
日
本
古
文
書
』（
東
京
大
学
出
版
会
）、『
神
宮
雑
例
集
』『
美
濃
国
神
名
帳
』
は
神
道
大
系
。
ま
た
、
検
索
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
木
簡
庫
を
用
い
た
。
（
2
）　
別
名
は
武
夷
鳥
命
・
天
夷
鳥
命
・
天
日
照
命
な
ど
。
い
づ
れ
に
せ
よ
「
ヒ
ナ
（
ラ
）
ト
（
テ
）
リ
（
ル
）」
と
な
り
、
後
ろ
二
音
は
ｔ
音
・
ｒ
音
で
あ
る
。
前
か
ら
二
音
目
は
ｒ
か
ｎ
で
あ
る
が
、
こ
の
二
音
が
通
用
す
る
こ
と
は
、
駿
河
・
播
磨
・
平
群
・
飲
（
入
）
鹿
・
韓
（
カ
ラ
・
カ
リ
）・
乾
（
同
前
）・
讃
良
・
新
羅
・
敦
賀
・
満
（
マ
リ
・
マ
ロ
）・
群
馬
な
ど
の
表
記
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
（
3
）　
の
ち
の
山
名
・
周
智
両
郡
を
疆
域
と
す
る
。
（
4
）　
疆
域
は
の
ち
の
佐
野
郡
か
。
（
5
）　
美
志
印
は
例
え
ば
美
志
町
（
待
、
坊
、
街
）
な
ど
の
訛
字
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
6
）　
太
田
亮
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
東
海
道
は
物
部
氏
族
の
最
も
多
い
地
で
あ
る
と
い
う
。
伊
勢
に
は
度
会
郡
の
新
家
連
・
伊
勢
荒
比
田
連
・
物
部
伊
勢
連
、
員
弁
郡
の
猪
名
部
造
、
飯
高
・
一
志
両
郡
に
物
部
神
社
、
奄
芸
郡
の
菴
芸
物
部
、
尾
張
愛
知
郡
物
部
郷
、
丹
羽
郡
穂
積
郷
、
春
部
愛
知
両
郡
に
物
部
神
社
・
尾
形
連
、
三
河
〜
伊
豆
国
造
、
甲
斐
山
梨
郡
の
物
部
神
社
、
相
模
愛
甲
郡
人
物
部
国
吉
、
高
座
郡
大
庭
郷
、
下
総
千
葉
郡
物
部
郷
、
匝
瑳
郡
に
物
部
匝
瑳
連
、
常
陸
久
慈
国
造
、
同
佐
竹
郷
に
佐
竹
物
部
、
信
太
郡
、
奥
州
宮
城
・
信
太
両
郡
の
物
部
信
太
連
、
と
連
な
る
（『
日
本
古
代
史
新
研
究
』（
磯
部
甲
陽
堂
、
一
九
二
八
年
）。
二
〇
六
・
七
頁
）。
（
7
）　
『
新
撰
姓
氏
録
』
摂
津
国
神
別
天
神
に
「
佐
夜
部
首
。
同
上
（
伊
香
我
色
雄
命
之
後
也
）」
と
あ
る
。
（
8
）　
彼
の
母
は
、
三
川
穂
国
造
の
美
己
止
直
（
朝
廷
別
王
）
の
妹
伊
佐
姫
で
あ
る
。
（
9
）　
磐
田
郡
の
郡
司
と
し
て
主
帳
無
位
若
湯
坐
部
龍
麻
呂
、
郡
散
事
に
物
部
石
山
が
み
え
る
。
若
湯
坐
部
は
、
天
孫
本
紀
に
大
咩
布
命
が
若
湯
坐
連
ら
の
祖
と
あ
り
、
ま
た
『
姓
氏
録
』
左
京
神
別
天
神
に
「
若
湯
坐
宿
祢
。
石
上
同
祖
」、
摂
津
国
神
別
天
神
に
「
若
湯
坐
宿
祢
。
石
上
朝
臣
同
祖
。
神
饒
速
日
命
六
世
孫
伊
香
我
色
雄
命
之
後
也
」、
河
内
国
神
別
天
神
に
「
若
湯
坐
連
。
膽
杵
磯
丹
杵
穗
命
之
後
也
」
と
み
え
る
よ
う
に
物
部
氏
族
で
あ
る
。
（
10
）　
磐
田
郡
に
は
淡
海
国
玉
神
社
も
あ
る
。
ま
た
、
山
名
郡
の
山
名
郷
・
山
名
神
社
は
物
部
山
無
媛
（
印
葉
連
＝
印
幡
宿
祢
の
姉
）
に
縁
故
あ
ら
ん
か
と
さ
れ
る
。
ま
た
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
（『
平
城
宮
木
簡
』
五
│
六
二
一
八
）
に
「
外
大
初
上
物
部
浄
人
年
卅
一　
遠
江
国
荒
玉
郡
人
□
字
□
年
遣
高
麗
使
叙
位
」
と
あ
り
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
十
月
二
十
八
日
条
に
み
え
る
帰
国
し
た
遣
渤
海
使
へ
の
叙
位
記
事
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
11
）　
輸
租
帳
に
物
部
賀
佐
麻
呂
、
新
居
郷
物
部
白
麻
呂
、『
万
葉
集
』
巻
廿
に
国
造
丁
長
上
郡
物
部
秋
持
、
長
下
郡
物
部
古
麻
呂
、『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
丗
五
に
榛
原
郡
人
物
部
古
麻
呂
、『
元
亨
釈
書
』
廿
九
に
針
原
郡
人
物
部
古
。
ま
た
、
城
飼
郡
に
高
橋
郷
あ
り
。
天
孫
本
紀
に
物
部
建
彦
連
公
は
高
橋
連
の
祖
と
し
、
『
姓
氏
録
』
に
は
河
内
国
神
別
天
神
に
「
高
橋
連　
同
神
（
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
）
十
四
世
孫
伊
己
布
都
大
連
之
後
也
」、
右
京
神
別
天
神
に
「
高
橋
連
。
同
上
（
同
神
七
世
孫
大
新
河
命
之
後
也
）」、
山
城
国
神
別
天
神
に
「
高
橋
連
。
同
神
十
二
世
孫
小
前
宿
禰
之
後
也
」。
同
郡
に
内
田
庄
あ
り
。
右
京
神
別
天
神
に
「
内
田
臣
。
同
上
（
同
神
六
世
孫
伊
香
我
色
雄
命
之
後
也
）」。
（
12
）　
土
師
氏
は
平
安
時
代
に
秋
篠
・
大
江
・
菅
原
な
ど
の
諸
氏
に
分
か
れ
る
、
出
雲
氏
族
の
中
心
氏
族
で
あ
る
。
（
13
）　
藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
（『
藤
原
宮
』（
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
25
冊
）
│
三
一
）
に
「
同
（
長
田
評
）
佐
除
里
土
師
得
末
呂
」
と
あ
る
。
（
14
）　
さ
ら
に
広
い
大
井
川
は
遠
江
と
駿
河
の
国
境
で
あ
る
。
（
15
）　
応
神
裔
・
秦
氏
に
関
わ
る
地
名
と
し
て
、
周
智
郡
の
大
田
・
依
智
郷
、
城
飼
郡
土
形
郷
・
比
木
村
（
院
政
期
に
郷
）、
榛
原
郡
榛
原
郷
な
ど
が
あ
る
。『
古
事
記
』
応
神
段
に
「
大
山
守
命
者
、
土
形
君
・
幣
岐
君
・
榛
原
君
等
之
祖
」、『
日
本
書
紀
』
応
神
天
皇
二
年
三
月
壬
子
条
に
「
凡
是
天
皇
男
女
并
廿
王
也
。
根
鳥
皇
子
、
是
大
田
君
之
始
祖
也
。
大
山
守
皇
子
、
是
土
形
君
・
榛
原
君
、
凡
二
族
之
始
祖
也
」。
な
お
、『
続
日
本
紀
』
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
三
月
辛
酉
条
に
み
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二つの国造
え
る
「
蓁
原
郡
主
帳
无
位
赤
染
造
長
浜
」
は
、
同
八
年
（
七
七
七
）
四
月
乙
未
に
常
世
連
を
賜
う
が
、
同
氏
は
『
姓
氏
録
』
左
・
右
京
・
河
内
諸
蕃
に
燕
の
公
孫
淵
の
裔
と
あ
る
渡
来
系
氏
族
で
あ
る
。
垂
仁
紀
の
常
世
と
は
す
な
わ
ち
遼
東
公
孫
氏
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
山
梨
県
主
と
甲
斐
国
造
も
当
国
と
同
類
型
か
。
（
16
）　
『
古
事
記
』
孝
元
段
に
「
建
内
宿
祢
之
子
（
中
略
）
許
勢
小
柄
宿
祢
者
、
許
勢
臣
・
雀
部
臣
・
軽
部
臣
之
祖
也
。（
中
略
）
蘇
賀
石
河
宿
祢
者
、
蘇
我
臣
・
川
辺
臣
・
田
中
臣
・
高
向
臣
・
小
治
田
臣
・
桜
井
臣
・
岸
田
臣
等
之
祖
也
」。
『
姓
氏
録
』
も
類
同
。
な
お
、
三
河
国
司
の
初
見
は
許
勢
朝
臣
祖
父
で
あ
る
（『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
正
月
廿
三
日
条
）。
（
17
）　
後
者
は
、
山
代
直
祖
と
も
あ
る
。
（
18
）　
山
代
太
古
の
地
域
史
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
畿
内
の
古
代
豪
族
」（『
畿
内
制 
（
講
座　
畿
内
の
古
代
学　
第
Ⅰ
巻
）』
雄
山
閣
、
二
〇
一
八
年
）。
こ
の
尾
張
系
国
造
に
も
僅
か
に
触
れ
た
。
（
19
）　
丹
波
が
後
に
丹
後
を
分
出
し
た
た
め
、
丹
波
国
造
の
本
拠
地
で
あ
る
丹
波
郡
丹
波
郷
は
丹
波
で
は
な
く
丹
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
、
似
た
よ
う
な
事
例
で
あ
る
。『
丹
後
地
域
史
へ
の
い
ざ
な
い
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）。
（
20
）　
以
下
の
尾
張
氏
に
関
す
る
記
述
は
、
太
田
亮
「
八
坂
入
彦
と
尾
張
氏
の
濃
尾
移
住
」（『
歴
史
地
理
』
二
五
巻
五
号
、
一
九
一
五
年
）。
（
21
）　
忍
人
と
タ
セ
の
間
が
、
天
ト
メ
・
建
ト
メ
・
妙
ト
メ
な
ど
個
性
の
な
い
区
別
の
つ
か
な
い
人
名
で
埋
め
ら
れ
て
い
た
り
、
忍
男
が
再
掲
さ
れ
る
な
ど
の
混
乱
が
あ
る
の
は
、
系
統
が
移
っ
た
こ
と
に
よ
ら
ん
。
（
22
）　
太
田
亮
氏
は
、
タ
セ
の
一
両
三
世
代
後
が
、
尾
張
国
造
の
祖
で
あ
る
ヲ
ト
ヨ
と
推
測
さ
れ
る
。
ヲ
ト
ヨ
は
得
玉
彦
と
同
時
代
と
考
え
ら
れ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
天
孫
本
紀
に
は
曾
孫
の
世
代
と
す
る
。
こ
れ
は
系
統
が
移
っ
た
も
の
を
接
い
だ
か
ら
で
あ
る
。
中
臣
系
図
が
欽
明
朝
の
鎌
子
の
次
に
継
体
朝
の
黒
田
を
接
い
だ
た
め
に
、
鎌
足
ま
で
の
世
代
が
伸
び
て
し
ま
っ
た
の
と
同
様
で
あ
る
。
（
23
）　
モ
ロ
ス
ミ
は
代
々
の
地
葛
城
高
尾
張
に
い
て
、
妻
モ
ロ
ミ
コ
の
父
葛
城
国
造
祖
大
モ
ロ
ミ
宿
祢
を
通
じ
て
、
葛
城
の
地
の
権
益
を
受
け
継
い
で
い
た
の
だ
ろ
う
。
後
に
葛
城
氏
族
本
宗
と
な
っ
た
蘇
我
氏
に
尾
張
氏
は
隷
す
る
こ
と
と
な
る
。
（
24
）　
父
の
名
の
玉
を
継
い
で
い
る
こ
と
も
、
氏
上
相
承
を
想
像
さ
せ
る
。
（
25
）　
つ
ま
り
稲
荷
山
鉄
剣
銘
の
相
承
系
譜
に
類
す
る
も
の
と
な
る
。
同
系
譜
冒
頭
に
直
系
で
書
か
れ
る
「
オ
ホ
ヒ
コ
ー
タ
カ
リ
ー
ト
ヨ
カ
リ
」
も
、
実
際
は
大
彦
、
そ
の
孫
の
田
心
（
イ
ナ
コ
ジ
の
子
）、
そ
の
従
兄
弟
の
豊
韓
（
ヌ
ナ
カ
ハ
の
子
）
と
な
る
。
以
降
も
、
後
の
膳
・
高
橋
氏
に
つ
な
が
る
系
統
や
佐
々
木
氏
の
系
統
、
阿
倍
氏
の
系
統
な
ど
を
行
き
来
し
て
い
る
。
（
26
）　
尾
張
連
・
六
人
部
連
・
伊
福
部
・
石
作
に
続
け
て
記
さ
れ
る
。
（
27
）　
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
と
ホ
ア
カ
リ
を
同
一
、
あ
る
い
は
互
い
の
別
名
と
す
る
所
伝
も
あ
る
。
（
28
）　
厩
戸
の
弟
の
殖
栗
は
、
久
世
郡
殖
栗
郷
に
因
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
29
）　
県
主
や
伴
造
で
あ
れ
ば
、
首
姓
と
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
尾
張
氏
族
で
は
他
に
、
蝮
王
部
首
（『
姓
氏
録
』
大
和
）・
刑
部
首
（『
同
書
』
摂
津
）
が
み
え
る
。
（
30
）　
天
孫
本
紀
に
見
え
る
「
山
代
県
主
（
祖
長
溝
）」
は
、
あ
る
い
は
こ
の
一
族
で
あ
ろ
う
か
。
（
31
）　
水
主
神
社
は
中
世
に
至
る
も
、
貴
船
な
ど
と
並
ん
で
祈
雨
・
雨
乞
の
信
仰
対
象
と
な
る
。
（
32
）　
こ
の
地
域
は
、
水
主
か
ら
栗
隈
を
経
て
宇
治
に
至
る
ま
で
、
古
墳
そ
の
他
の
遺
跡
が
多
く
、
ま
た
消
長
も
か
な
り
判
明
し
て
い
る
の
で
、
文
献
資
料
の
記
述
と
も
相
ま
っ
て
、
地
域
権
力
の
形
成
や
移
動
・
変
転
の
八
世
紀
以
降
ま
で
の
様
子
を
詳
細
に
描
き
う
る
が
、
別
の
機
会
に
譲
る
。
（
33
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
四
│
二
二
七
。
（
34
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
二
│
三
三
六
。
山
背
忌
寸
も
み
え
る
。
（
35
）　
『
平
安
遺
文
』
二
│
四
二
五
。
上
村
刀
祢
で
内
豎
の
栗
前
是
信
が
署
名
し
て
い
る
。
（
36
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
一
│
五
〇
九
。
山
背
忌
寸
嶋
売
の
次
に
載
す
。
（
37
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
一
│
三
六
五
。
（
38
）　
『
平
安
遺
文
』
一
│
一
六
〇
。「
若
女
庄
地
十
六
町
九
段
百
六
十
二
歩
在
安
八
郡
」
と
み
え
る
田
の
う
ち
六
町
の
領
主
。
（
39
）　
安
八
町
南
部
に
は
名
森
と
い
う
地
名
も
あ
る
。
（
40
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
一
。
（
41
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
三
│
三
九
〇
。
婢
椋
売
の
主
人
。
（
42
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
二
五
│
一
四
三
・
一
四
四
。
92
史　　　窓
（
43
）　
『
和
名
抄
』
で
は
上
杖
・
下
杖
郷
と
あ
る
。
（
44
）　
揖
斐
郡
谷
汲
村
の
横
蔵
寺
蔵
の
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
の
永
和
四
年
（
一
三
七
八
）
四
月
七
日
の
奥
書
に
も
「
武
儀
郡
池
尻
郷
於
弥
勒
寺
」
と
あ
る
。
（
45
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
二
四
│
三
〇
四
。
（
46
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
二
五
│
一
四
四
。
戸
口
に
阿
漏
君
国
麻
呂
。
（
47
）　
『
大
日
本
古
文
書
』
三
│
三
九
〇
。
奴
豊
麻
呂
の
主
。
（
48
）　
こ
れ
ら
本
拠
地
に
残
っ
た
も
の
た
ち
と
は
別
に
、『
延
喜
式
』
主
水
司
に
よ
れ
ば
、
前
年
冬
の
土
王
に
牟
義
都
首
が
若
水
を
汲
む
た
め
の
井
戸
を
さ
ら
い
清
め
る
祭
を
行
い
、
立
春
の
暁
に
清
浄
な
若
水
を
汲
ん
で
主
水
司
に
付
す
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
都
に
在
住
の
一
族
も
い
た
。
出
身
地
不
明
で
あ
る
が
、
天
平
十
七
年
四
月
二
日
左
京
職
移
（
正
集
四
）
に
「
直
丁
武
宜
都
広
麿
」（『
大
日
本
古
文
書
』
二
│
四
一
五
）、
ま
た
写
経
師
に
武
宜
乙
麻
呂
が
い
る
。
な
お
、
半
布
里
に
つ
い
て
は
、
弥
永
貞
三
「
御
野
国
加
毛
郡
半
布
里
戸
籍
の
故
地
に
つ
い
て
」（『
地
方
史
研
究
』
十
二
巻
二
・
三
号
、
一
九
六
二
年
）、
吉
川
真
司
『
飛
鳥
の
都
』「
お
わ
り
に
」（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）。
（
49
）　
糸
貫
町
見
延
付
近
に
比
定
さ
れ
る
。
同
地
は
江
戸
時
代
初
め
に
は
美
濃
部
村
と
記
さ
れ
、
の
ち
見
延
村
と
な
っ
た
。
栗
栖
田
里
戸
籍
に
三
野
部
麻
衣
売
が
み
え
る
。
（
50
）　
中
宮
に
出
仕
し
て
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
湯
沐
以
来
の
伝
統
で
あ
ろ
う
か
。
『
日
本
後
紀
』
散
逸
の
た
め
、
以
降
の
官
歴
・
没
年
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
（
51
）　
カ
ヤ
タ
と
訓
み
、『
和
名
抄
』
の
皆
太
郷
に
比
定
さ
れ
る
。
（
52
）　
大
同
元
年
牒
に
は
他
に
美
濃
の
も
の
と
し
て
花
長
神
（
大
野
郡
）
が
見
え
、
式
内
社
で
あ
る
。
（
53
）　
『
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
七
月
九
日
・
廿
六
日
条
。『
続
日
本
紀
』
延
暦
七
年
（
七
八
八
）
九
月
三
日
条
に
は
「
美
濃
国
厚
見
郡
人
羿
鹵
浜
倉
賜
姓
羮
見
造
」
と
渡
来
系
の
住
人
が
み
え
る
。
（
51
）　
物
部
連
に
も
奈
率
の
用
哥
多
（『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇
五
年
二
月
条
）
な
ど
、
外
交
で
活
躍
し
た
人
物
が
少
な
く
な
い
。
な
お
屋
形
連
は
物
部
麻
伊
古
連
の
裔
で
（
天
孫
本
紀
）、
笛
吹
姓
だ
っ
た
時
期
も
あ
る
（『
三
代
実
録
』
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
五
月
廿
三
日
条
）。
（
55
）　
後
世
、
国
司
の
掾
・
目
・
史
生
な
ど
以
下
に
は
、
在
地
氏
族
が
任
ぜ
ら
れ
る
。
